
工 学部技術部ネットワ ー

クグル
ー プ活 動報 告

Ⅲ . 工学部ネットワ ー クサ ー バ ー

機 の稼働に向けて
- ソフトウェ ア の 製作( w e b サ ー バ ー 機の 組立 からB1 0 S の 設定まで) -

平 山か ほる( 工 学 部技 術部第
一

技 術 系第
一

班)

はじめに 工 学部技術部が行っ た 工 学部ネットワ
ー

クサ
ー

バ
ー

機( W e b サ
ー

バ
ー

機) の 組み 立て を

中心 に B I O S の 設 定 ､ C D ･ R O M による T u r b o Li n u x S e r v e r ( O S ) ブ
ー

ト画 面 の 起 動を確認 するま

で に つ い て報告します ｡

W e b サ ー バ ー 機の 組 み 立て 組 み 立て に つ い て設 定 ､ 取り付 け①( マ ザ
ー ボ ー ド) ､ 取り付け②(本 体

ケ ー ス) ､ 接続 の 4 作 業に 分 け順 に 進 め て い きます ｡ なお ､
マ ザ

ー ボ ー ドや拡 張カ
ー

ドは 非 常 に 繊 細

な集積 回 路(I C ) チ ッ プを使用して い るため ､ 静電気 による損傷がな いよう注 意して 作業を行な い ま

す｡

【設定】 マ ザ
ー ボ ー ドの 設定を中心 に ､ ハ

ー ドディス クドライブ( H D D ) ､ C D ･ R O M ドライブ ､ 拡張カ
ー

ド( ビデオカ
ー

ド､
S C S I カ ー ド

､ ネットワ
ー

クカ ー ド) に つ い て それ ぞれ設 定します｡

1 . マ ザ ー ボ ー ド

･ ジャ ン パ ー フリ ー モ ー ドの 設定

ジャ ン パ ー フリ ー モ ー ドにすることによりマ ザ ー ボ ー ド B I O S ( B a si c l n p u t O u t p u t

S y s t e m ) の セ ットア ップを通してプロ セ ッサ の 設 定ができる｡ J E N [2
･ 3] ( デフ ォ ルト)

･ Ⅰ/ 0 電圧 の 設 定

D R A M ( D y n a m i c R a n d o m A c c e s s M e m o r y ) ､ チ ッ プ セ ッ ト ､ A G P ( A c c el e r a t e d

G r a p h i c P o r t) に 供給される電圧 を設 定す る｡ J P 2 0 [ 1
･ 2】( デ フォ ルト)

･ A G P バ ス 周 波数

A G P バ ス 周波数と D R A M ( C P U バ ス) 周波数の 比を設 定する｡ C P U バ ス 周 波数 の 2/3 に

A G P バ ス 周 波数を設 定する｡ D S W ( D ip S w it c h e s) 6 O F F ( デフ ォ ルト)
･ C P U ( 中央処理 装置) 外部周波数選 択

クロ ックジ ェネレ
ー タにより C P U ､ D R A M ､ P C I バ ス に送られる周波数を設定する｡ ジャン パ

ー

フリ ー モ ー ドにより D S W 7 - 1 0 O F F

･ C P U コ ア: バ ス周 波数倍数

C P U 内部周 波数とC P U 外 部周 波数間の 周 波数倍数を設 定する｡ ジャン パ
ー フリ

ー モ ー ドに

より D S W 1 - 4 0 F F

2 .
ハ

ー ドディスクドライブ( H D D )

ジャン パ スイッチ による S C S I I D の 設定をする｡ S C S I I D - 0

3 . C D - R O M ドライブ

ジャン パ スイッチ による マ スタ
ー

/ ス レ
ー ブ の 設定をする｡ 黒色の シ ョ

ー トピン で M A ( マ スタ ー ) ど

ン をシ ョ ー トすることにより､ プライ マリの マ スタ
ー

に 設定す る｡

4 . 拡張カ
ー ド

ビデオカ ー ド､ S C S I カ ー ド､ ネットワ ー

クカ ー ドなど拡 張カ ー ドにも設定を行わなけれ ばならな

い 場 合もある｡

【取り付 け①】 -

マ ザ ー ボ ー ド -

こ こで は マ ザ ー ボ ー ドにメモリモ ジ ュ ー ル
､ C P U ､ 拡張カ

ー ド( ビデオ カ
ー ド

､
S C S I カ

ー ド
､ ネ ットワ
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- クカ ー ドなど) をインスト
ー ル するほ か ､

マ ザ ー ボ ー ドと マ ザ ー ボ ー ド ベ ー ス の 位置合わ せ を行 い ま

す ｡

1 . メモリモジ ュ ー

ル

D I M M ( D u al l n li n e M e m o r y M o d u l e s) のメモリモ ジ ュ
ー ル に は接続部に切り欠きがある｡ こ

の 切り欠きと D I M M ソケットの 凸部分を合わ せて ､ し っ かり差し込む ｡ こ の とき無理 な力 はか けな い

ように 注意する｡ D I M M ソケットの 両端 に あるツマ ミが完全 に起き上 がれ ば装着完了 ｡

2 . C P U

フ ォ
ー ル イ ングサポ ー トア ー ム を引き上 げ､ C P U の 差し込む 方 向を確認 し ､ レ

ー ル にきっ ちり押

さえ つ けるようにはめ込む(ノッチ がカチ ッと音がするまで) ｡

3 . マ ザ
ー

ボ
ー

ドとマ ザ
ー

ボ
ー

ドベ
ー

ス

マ ザ
ー ボ ー ドと マ ザ

ー ボ ー ド ベ ー スを重ね ､ ス ペ - サ ー を取り付ける穴 の 位置を確認する｡ マ ザ
ー ボ ー ドの 穴とス ペ - サ ー の ネジ 穴が合うように置 い て ､ 仮ネジ留めする｡ ネジ留め は四 隅か ら対

角 線 上 に あ るネジ を順 番 に 留 め て い く ｡ こ の とき P S /2 ( マ ウ ス ､ キ
ー ボ ー

ド) ､
P a r all el

P o r t( P ri n t e r P o r t) ､ S e ri al P o rt(C O M l , C O M 2) ､ U S B ( U S B l , U S B 2) などの 外 部コ ネクタと

マ ザ ー ボ ー ド ベ ー ス の位置も確認する｡

4 . 拡張カ
ー ド

･ ビデオカ ー ド

P C I ス ロ ットにビデオカ
ー ドを左 右交互 に押して 差し込む ｡ 無理やり押し込もうとするとカ

ー ド

が破 損することがあるの で 注意する｡ 本体ケ
ー

ス ス ロ ット側 の ネジ位置が合っ て い ることを確認 す

る｡
･ S C S I カ ー ド

ビデオカ ー ド同様 ､ P C I ソケットに 差し込む ｡
･ ネ ットワ

ー

クカ ー ド

ビデオカ ー ド同様 ､ P C I ソケットに差し込む ｡

拡張カ ー ドイン スト ー ル 後､ ネジを本締めする｡

【取り付け②】 一 本体ケ
ー

ス 一

本体ケ ー ス にク ー リン グフ アン( 3 個) ､ フ ロ ッピ ー ディ ス クドライブ( F D D )
､
C D ･ R O M ドライブ ､

H D D ( 2 台) ､ マ ザ ー ボ ー ド( マ ザ ー ボ ー ド ベ ー

ス を含む) を取り付けます ｡

1 . 冷却ファ ン

フ ァン にある吸気方向 を確認し ､ 本体ケ
ー

ス 内側前部に吸気用フ ア ン1 個､ 後部 に排気用フ ア ン

2 個を取り付 ける｡

2 . F D D

本体ケ ー

ス 前面 の 3 . 5 イン チ専用 ベイに付 い て い る金属パ ネル を外し､ そこに F D D を挿入して

仮ネジ留めする｡

3 . C D - R O M ドライブ

F D D 同様 ､ 5 イン チ ベイに取り付 ける｡

4 . H D D

F D D 同様 ､ 5 インチ ベ イに 2 台取り付ける｡

-
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F D D ､ C D ･ R O M ドライブ ､ H D D を仮ネジ留め後 ､ フ ロ ントカバ
ー

の 位置合わ せ をし､ ネジを本柿

めする｡

5 . マ ザ ー ボ ー ド

マ ザ ー ボ ー ドを取り付けた マ ザ
ー ボ ー ド ベ ー

ス を本体ケ
ー

ス に仮ネジ留めする｡

【接続】 一信号 ･ 電 源ライン
ー

マ ザ ー ボ ー ドと F D D ､ C D - R O M ドライブ ､ H D D の 各信号ケ ー ブ ル の 接続 ､ マ ザ
ー ボ ー ド上 の 各

端子と各ス イッチ ､ L E D の 接続( これらの 接続に は コ ネクタが小さく線 の 細 い の で無理 な力 がか か ら

ないように 注意します) ､ 電源ケ
ー ブル と F D D ､ C D - R O M ドライブ ､ H D D の 接続を行 い ます ｡

1 . マ ザ ー ボ ー ド

マ ザ ー ボ ー ドと F D D ､ C D I R O M ドライブ ､
A T X P o w e r/S o ft O F F S w it c h ､ R e s e t S w it c h ､

S p e a k e r ､ P o w e r L E D ､ 電源 ､ 冷却フ アン ( 2 個) ､ C P U 冷却フ アン などの 信号
･ 電源ケ

ー ブ ル の

接続を行う｡

2 . S C S I カ ー ド

S C S I カ ー ドと H D D ､ S y st e m M e s s a g e L E D との 信号ケ
ー ブル の 接続を行う｡

3 . 電源

電源とF D D ､ C D ･ R O M ドライブ ､ H D D ､ 冷却フ アン ( 1 個) との 接続を行う｡

4 . 本体

本 体とキ
ー ボ ー ド､ モ ニタ

ー

､ A C 電源との 接続を行う( この とき､ 全て の スイッチ は O F F に して お

く) ｡

B I O S の 設定 B I O S は コ ンピ ュ
ー タ の 基本的な入出力機能を提供するシ ス テ ム プ ロ グラム であり､

マ ザ
ー ボ ー ドに限らずビデオカ

ー ドや S C S I カ ー ドなどにも搭載され て い ます ｡ B I O S はこの ほ か に

ハ
ー ドウェ ア の 各種設定という重要な機能があります ｡ 具体的に は ､ マ ザ

ー ボ ー

ドに搭載されるリア ル

タイム クロ ックの 設定､
チ ッ プセ ット(メモリや拡張バ ス など) や Ⅰ/ 0 コ ントロ

ー ラの 設定 ､ 拡張ス ロ ットの

各種設 定などで す｡

接続後 ､ モ ニ タ
ー

､ シ ス テ ム 電源( A T X 電源装 置の スイッ チをオン にし､ 本体前面 の スイッ チを押

す｡ ) の 順 に電源を入れ るとシ ス テ ム は パ ワ
ー

オ ンテ ストを実行します ｡ パ ワ
ー

オ ン 中に < D el e t e > キ
ー を押しつ づ けると B I O S セ ットアップ になります ｡

【マ ザ
ー ボ ー ド】

マ ザ ー ボ ー ドの B I O S に は下記 の M e n u があるの で ､
必 要な設 定の み を行い ます ｡

M ai n : 基本的 シ ス テ ム構 成を設 定する｡

A d v a n c e d : 詳細を設定する｡

P o w e r : 節電機能を設 定する｡

B o ot : オ ペ レ ー

テ ィン グシ ステ ム を読み込 む機器 に関して設定する｡

E x it : 表示メ ニ ュ ー を終了したり､ セ ットアッ ププ ロ グラム を終 了する｡

1 . A d v a n c e d M e n u で の 設定

C P U S p e e d を 4 5 0 M H z に設定するo
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2 . M ai n M e n u で の 設定

S y st e m T i m e , S y s t e m D at e を設定する｡

p ri m a r y M a st e r に C D
･ R O M を設定する｡

3 . B o o t M e n u で の 設定

A T A P I C D ･ R O M を設 定する｡

4 . E x it M e n u での 設定

E x it S a v i 工唱 C h a n g e s を選択 し､ 保存する｡

【S C S I カ
ー ド】

s c s I B I O S に は C o n fi g u r e/ V i e w H o s t A d a p t e r S e t ti n g s と S C S I D is k U tiliti e s の

O p ti o n s があります ｡

1 . C o n 丘g u r e/ V i e w H o st A d a p t e r S etti n g s で の 設定

･ H o s t A d a p t e r S C S I I D を 7 に設 定する｡ (ブ
ー ト S C S I I D の 設 定)

･ H o s t A d a p t e r S C S I T e r m i n a ti o n を選択 し､ U lt r a 2 L V D /S E C o n n e c t o r を A u t o m a ti c

に設 定する｡
･ A d v a n c e d C o n fi g u r atio n O p ti o n s を選 択し ､ B I O S S u p p o r t f o r B o o t a b l e C D

･ R O M を

E n abl e (有効) に設定する｡ (C D
- R O M ブ ー トの 設定)

ブ ー トの 確認 C D - R O M による T u rb o L i n u x S e r v e r 1 . 0 ブ ー ト画面 の 起動を確認します｡

各 B I O S の 設定後 ､ 再起動させると A w a r d B I O S が立ち上 がり C P U , P ri m a r y M a s t e r の

c D ･ R O M , S C S I カ
ー ドの 認識を確認します ｡ 続い て ､ C D ･ R O M ブ ー トによる T u r b o L i n u x S e r v e r

の ブ ー ト画面 ｡ その 後 ､ カ
ー

ネル 立 ち上 がり画 面 ､ 最後に T u rb o Li n u x S e r v e r 1 . 0 のイン スト ー ル

画面 になります｡ こ の とき､ ディスプレイの 選択があるの で カラ
ー を選 択します ｡

以 上 が W e b サ
ー バ ー

機 の 組み 立て ､ B I O S 設 定とブ
ー トの 確認 に つ い て の 報告 です ｡

塾塵 この報告を行うにあたり､ 多大な御指導をい ただきましたネットワ
ー クグル ー プ の方 ､ とくに

伊藤篤氏 に ､ 深く感謝 い たします ｡
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